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今月の表紙

　
　
　

年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

　
　
　

い
ま
す
。

　

西
暦
２
０
０
６
年
1
月
1
日
を
も
っ

て
、
下
妻
市
と
千
代
川
村
が
合
併
し
、
人

口
約
4
万
7
千
人
（
世
帯
数　

約
1
万
5

千
世
帯
）
の
新
「
下
妻
市
」
が
誕
生
い
た

し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
方
に
は
、
輝
か
し
い
希
望

に
満
ち
た
新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
市
議
会
・
千
代
川
村
村
議

会
議
員
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
多
く
の
両

市
村
民
の
皆
様
方
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協

力
、
そ
し
て
温
か
い
ご
支
援
の
も
と
、
お

蔭
様
で
市
政
運
営
も
順
調
に
進
展
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
改
め
ま
し
て

心
よ
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。　

　

ま
た
、
私
も
新
生
下
妻
市
と
し
て
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
す
る
に
あ
た
り
、
公
平
・

公
正
・
誠
実
を
基
本
と
す
る
と
共
に
、「
決

断
と
実
行
」
の
市
政
運
営
の
な
か
で
、
お

互
い
の
歴
史
と
伝
統
と
文
化
を
尊
重
し
な

が
ら
速
や
か
な
一
体
性
の
醸
成
と
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
、
当
地
域
が
21
世
紀
に
更
な
る

飛
躍
を
目
指
す
決
意
を
新
た
に
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
年
頭
に
あ
た
り
、
市

政
を
担
う
責
務
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
を
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

顧
み
て
、
戦
後
60
年
目
に
あ
た
る
昨
年

は
、
日
本
の
人
口
が
１
８
９
９
年
（
明
治

32
年
）
に
統
計
が
始
ま
っ
て
以
来
、
初
め

て
の
人
口
減
少
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後

年
金
な
ど
の
社
会
保
障
制
度
や
労
働
力
の

確
保
と
い
っ
た
社
会
・
経
済
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
歴
史
的
な
転
換
の
時

　

私
も
、
開
業
後
ま
も
な
い
時
期
に
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
車
両
の
揺

れ
も
少
な
く
、
ま
た
車
窓
の
景
色
の
素
晴

ら
し
さ
に
感
心
し
な
が
ら
、
大
変
快
適
な

乗
り
心
地
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

し
た
が
い
ま
し
て
、
こ
う
し
た
社
会
情

勢
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
た
、
観
光
や

商
工
業
の
振
興
を
は
じ
め
、
人
的
交
流
の

推
進
等
に
よ
る
当
地
域
の
飛
躍
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
関

係
機
関
と
も
協
議
・
連
携
し
な
が
ら
、
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
西
暦
２
０
０
６
年
は
、
新
生
下

妻
市
が
新
た
な
飛
躍
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト

す
る
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
ま
す
が
、
ス

ポ
ー
ツ
の
世
界
に
お
い
て
は
、
2
月
に
イ

タ
リ
ア
・
ト
リ
ノ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

会
が
、
ま
た
6
月
に
は
ド
イ
ツ
で
サ
ッ
カ

ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
な
ど
、
世
界
的

な
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
市
民
の
皆
様
方
に
と
り

ま
し
て
も
、
市
政
並
び
に
ス
ポ
ー
ツ
に
と

大
き
な
関
心
と
共
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
も
の
と
存
じ
ま
す
が
、
今
年
こ
そ
は

平
穏
な
年
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

今
日
、
地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
、
長

引
く
景
気
低
迷
の
な
か
、
著
し
く
進
展
す

る
少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応
を
は
じ
め
、

国
の
構
造
改
革
に
伴
う
三
位
一
体
の
改
革

や
地
方
分
権
の
構
築
に
向
け
た
、
様
々
な

制
度
改
革
が
推
進
さ
れ
る
な
ど
、
大
き
な

歴
史
の
変
遷
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

市
に
お
き
ま
し
て
も
、
行
財
政
の

　
　
　

更
な
る
効
率
化
・
ス
リ
ム
化
を
推

進
し
、
財
政
の
健
全
化
に
努
め
る
な
か
で
、

新
市
建
設
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た

「
都
市
と
自
然
が
共
生
し
、
安
全
で
快
適

な
ま
ち
下
妻
市
・
人
が
活
き
活
き
輝
く
ま

ち
下
妻
市
」
づ
く
り
を
目
指
し
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
充
実
や
教
育
・
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
、
産
業
・
観
光
の
振
興
、

都
市
基
盤
の
整
備
な
ど
、
各
種
施
策
に
取

り
組
ん
で
ま
い
る
考
え
で
あ
り
ま
す
が
、

特
に
住
民
主
体
の
行
政
を
推
進
す
る
た
め

に
は
、
透
明
度
の
高
い
行
財
政
を
推
進
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、職
員
の
定
員
・

給
与
の
適
正
化
や
行
政
組
織
機
構
の
簡
素

化
・
ス
リ
ム
化
と
あ
わ
せ
、
情
報
網
の
整

備
や
専
門
化
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
、
更
な
る
市
勢
の
発
展
と
市
民

福
祉
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
新
下
妻
市
の
ス
タ
ー
ト
に

あ
た
り
、
市
議
会
議
員
を
は
じ
め
、
多
く

の
市
民
の
皆
様
方
に
は
、
な
お
一
層
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

む
す
び
に
、
市
民
の
皆
様
方
に
と
り
ま

し
て
、
記
念
す
べ
き
西
暦
２
０
０
６
年
が

健
康
で
良
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
、
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

代
に
入
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
岡
県
西
方
沖
地
震
や
Ｊ
Ｒ

福
知
山
線
脱
線
事
故
に
よ
る
死
者
１
０
７

名
・
負
傷
者
５
０
０
人
を
超
え
る
大
惨
事

の
発
生
、
そ
し
て
幼
児
殺
害
事
件
や
耐
震

偽
装
問
題
等
々
、
国
内
に
お
い
て
は
矢
継

ぎ
早
に
多
く
の
事
件
・
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び

込
ん
で
き
た
1
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
広
島
市
や
今
市
市
に
お
け
る
、

小
学
校
1
年
生
の
児
童
殺
害
事
件
を
思
い

ま
す
と
、
子
供
た
ち
に
と
り
ま
し
て
一
番

信
用
し
て
い
る
は
ず
の
大
人
に
よ
る
、
悪

質
極
ま
り
な
い
犯
罪
で
あ
り
、
子
を
持
つ

親
と
し
て
は
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い

事
件
で
あ
り
ま
す
が
、
子
供
を
守
り
育
む

立
場
に
あ
る
大
人
の
責
任
と
し
て
、
社
会

全
体
で
犯
罪
防
止
に
向
け
た
対
策
を
講
じ

て
い
く
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
し
た
。

　
　
　

い
世
相
の
な
か
、
明
る
い
ニ
ュ
ー

　
　
　

ス
と
し
て
は
、
東
京
・
秋
葉
原
と

つ
く
ば
市
を
最
短
45
分
で
結
ぶ
、
つ
く
ば

エ
ク
ス
プ
レ
ス
が
昨
年
8
月
24
日
開
業
し
、

住
宅
や
商
業
施
設
な
ど
沿
線
開
発
へ
の
期

待
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
伴

い
関
東
鉄
道
常
総
線
に
快
速
列
車
が
運
行

さ
れ
、
下
妻
駅
か
ら
守
谷
駅
間
が
29
分
、

守
谷
か
ら
都
心
ま
で
が
32
分
と
い
う
こ
と

で
、
都
心
と
の
公
共
交
通
ア
ク
セ
ス
が
一

段
と
向
上
し
、
利
便
性
が
更
に
高
ま
り
、

当
地
域
も
首
都
圏
の
一
翼
を
担
う
地
域
と

し
て
の
役
割
と
期
待
が
高
ま
り
ま
し
た
。 C

この写真は、新 “下妻市” の
幕開けを象徴する日の出のよ
うに、市民一人ひとりがいき
いきと輝けるまちになってほ
しいと願いを込めシャッター
を切りました。今年は戌年、
新年らしく着物姿のワンちゃ
んが登場。
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新下妻市の繁栄を願い市旗が揚げられる（千代川庁舎）

新市のスタートを祝してのテープカット

特集 新 “ 下 妻 市 ” 誕 生

　

１
月
１
日
、
新
„
下
妻
市
“
が
誕
生

し
、
新
た
な
歴
史
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
と
手
を
携
え
、
新

„
下
妻
市
“
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
、

厳
し
い
中
に
も
光
輝
く
新
„
下
妻
市
“

実
現
の
た
め
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
新
市
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

市
内
の
中
学
生
か
ら
い
た
だ
い
て
い
ま
す

の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。MESSAGE新市に向けての

メッセージメッセージ

新
„
下
妻
市
“の

中
学
生
と
し
て

千
代
川
中
学
校　
２
年

高 

井　

  

彬あ
き
ら 

さ
ん

　

下
妻
市
に
な
っ
た
こ
と
で
、
中
学
校

が
３
校
に
な
り
ま
し
た
。
千
代
川
村
の

と
き
は
一
村
一
校
だ
っ
た
の
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
下
妻
中
や
東
部
中
の
み
な

さ
ん
と
部
活
動
や
行
事
な
ど
で
親
し
く

交
流
で
き
る
と
思
う
と
、
う
れ
し
く
な

り
ま
す
。
特
に
部
活
動
で
は
、
市
内
戦

を
戦
う
良
き
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
、
切
磋

琢
磨
し
、
市
内
戦
を
盛
り
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
後
、
下
妻
市
の
中
学
生
と
し
て
、

マ
ナ
ー
を
よ
り
向
上
さ
せ
、
明
る
く
元

気
な
態
度
で
、
市
の
行
事
な
ど
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
新
し
い
下
妻
市
と
共
に
大

き
く
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

M
E
S
S
A
G
E　
1

新
市
の
誕
生
に

期
待
す
る
こ
と

下
妻
中
学
校　
２
年

蓮 

見 

侑ゆ
き 

奈な 

さ
ん

　

下
妻
市
と
千
代
川
村
が
ひ
と
つ
に
な

り
、新
し
い
下
妻
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
新
生
下
妻
市
で
楽
し
み
な
こ

と
は
、
市
が
大
き
く
な
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
部
活
動
の
練
習
場
所
が
増
え
る
こ

と
や
、
今
ま
で
交
流
の
少
な
か
っ
た
中

学
校
の
皆
さ
ん
と
様
々
な
行
事
や
部
活

動
の
大
会
を
と
お
し
て
、
交
流
の
輪
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
で
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
の
方
ま
で

過
ご
し
や
す
い
、
楽
し
い
「
市
」
に
な

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
ふ
た
つ
の
「
市
・
村
」
の
よ

き
伝
統
や
文
化
な
ど
を
守
り
、
合
併
に

よ
っ
て
さ
ら
に
た
く
さ
ん
の
人
に
愛
さ

れ
る
„
下
妻
市
“
に
な
れ
た
ら
す
ば

ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

M
E
S
S
A
G
E　
2

若
い
世
代
が

活
躍
で
き
る
市
に

東
部
中
学
校　
２
年

吉 
原 
翔し

ょ
う 
真ま 
さ
ん

　

合
併
で
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
新
し
い

下
妻
市
に
、
僕
ば
か
り
で
な
く
誰
も
が

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
下
妻
市
は
若
い
世
代
の
活
躍

に
よ
っ
て
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
面
で
有

名
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
若

い
世
代
が
活
躍
で
き
る
市
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
若
い
世
代
の
感
性

や
考
え
、
生
き
る
力
を
活
か
し
、
行
政

や
産
業
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
発

展
に
つ
な
げ
、
生
き
生
き
し
た
市
に
な

る
こ
と
を
望
み
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、

今
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
誰
も
が
精
一

杯
行
い
、
一
市
民
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

僕
た
ち
若
い
世
代
は
、
心
身
と
も
に

健
康
で
、
自
立
し
た
人
間
に
な
る
よ
う

努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

M
E
S
S
A
G
E　
3

　

平
成
18
年
１
月
１
日
、
記
念
す
べ
き
新

„
下
妻
市
“
が
誕
生
し
ま
し
た
。
本
庁

舎
、
千
代
川
庁
舎
で
開
庁
式
が
行
わ
れ
、

新
た
な
歴
史
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た
。

　

開
庁
式
は
、午
前
10
時
か
ら
本
庁
舎
で
、

午
前
10
時
40
分
か
ら
は
、
千
代
川
庁
舎
で

行
わ
れ
、
市
議
会
議
員
や
市
職
員
な
ど
た

く
さ
ん
の
方
が
見
守
る
な
か
、
庁
舎
正
面

玄
関
で
小
倉
敏
雄
市
長
、
飯
塚
秋
男
県
議

会
議
員
、
野
村
賢
一
市
議
会
議
長
な
ど
の

手
に
よ
っ
て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
千
代
川
庁
舎
で
は
紫
紺
の
市
旗

が
大
空
に
高
々
と
掲
揚
さ
れ
ま
し
た
。

　

元
旦
に
ふ
さ
わ
し
く
、
新
„
下
妻
市
“

の
新
た
な
歴
史
の
は
じ
ま
り
で
す
。

平成１８年１月１日

新たな旅立ち新“下妻市”新“下妻市”新“下妻市”がスタート
いま、新たな歴史のはじまり…
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下
妻
市･

千
代
川
村
の
合
併
に
と
も
な
い
、
１
月
１
日
付
け
で

人
事
異
動
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
新
市
発
展
の
た
め
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

人
事
異異
動動

塚　

田　

研　

一　

企
画
財
務
部
長

山
野
辺　

正　

一　

市
民
環
境
部
長

藤　

本　

信　

吉　

保
健
福
祉
部
長

渡　

辺　

幸　

治　

教
育
部
長

粟　

野　

新　

也　

総
務
部
次
長

中　

山　

春　

男　

企
画
財
務
部
次
長

石　

浜　

義　

則　

市
民
環
境
部
次
長

番　

沢　

幸　

治　

保
健
福
祉
部
次
長

藏　

持　
　
　

薫　

経
済
部
次
長

鈴　

木　
　
　

茂　

建
設
部
次
長

笠　

嶋　
　
　

明　

教
育
部
次
長

門　

井　

敏　

雄　

総
務
課
長

渡　

辺　
　
　

茂　

総
務
課
副
参
事
兼
防  

　
　
　
　
　
　
　
　

災
対
策
室
長

塚　

田　

博　

久　

人
事
課
長

青　

柳　

文　

男　

情
報
政
策
課
長

川　

田　

幸　

一　

総
務
部
副
参
事

人　

見　

健　

一　

企
画
課
副
参
事
兼
新

　
　
　
　
　
　
　
　
市
建
設
計
画
推
進
室
長

柴　

崎　

正　

治　

税
務
課
長

内　

田　

邦　

夫　

収
納
課
長

斉　

藤　

森　

一　

生
活
環
境
課
長

大　

月　

信　

男　

市
民
安
全
課
長

浅　

野　
　
　

平　

く
ら
し
の
窓
口
課
長

広　

瀬　

好　

一　

く
ら
し
の
窓
口
課
副

　
　
　
　
　
　
　
　

参
事

人　

見　

政　

芳　

保
険
年
金
課
長

安　

田　

一　

男　

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長

秋　

森　
　
　

実　

福
祉
事
務
所
副
参
事

　
　
　
　
　
　
　
　

兼
人
権
推
進
室
長

島　

田　

秀　

男　

農
政
課
長

猪　

瀬　

孝　

夫　

農
地
整
備
課
長

中　

村　

義　

雄　

会
計
課
長

木　

村　
　
　

孝　

学
校
教
育
課
長

人　

見　

建　

一　

生
涯
学
習
課
長

都　

井　
　
　

誠　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長

大　

月　

忠　

夫　

ふ
る
さ
と
博
物
館
長

渡　

辺　

敏　

夫　

水
道
事
業
所
長

松　

本　
　
　

博　

総
務
課
長
補
佐
兼
行

　
　
　
　
　
　
　
　

政
管
理
係
長

杉　

山　

照　

夫　

人
事
課
長
補
佐
兼
人

　
　
　
　
　
　
　
　

事
係
長

平　

井　

英　

雄　

情
報
政
策
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　

兼
情
報
管
理
係
長

斉　

藤　
　
　

敏　

企
画
課
長
補
佐
兼
統

　
　
　
　
　
　
　
　

計
係
長

鈴　

木　

静　

夫　

収
納
課
長
補
佐
兼
収

　
　
　
　
　
　
　
　

納
係
長

大　

山　
　
　

光　

市
民
課
長
補
佐
兼
市

　
　
　
　
　
　
　
　

民
係
長

角　

田　

茂　

雄　

生
活
環
境
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　

兼
公
害
対
策
係
長

松　

田　

貞　

夫　

生
活
環
境
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　

兼
リ
サ
イ
ク
ル
係
長

折　

原　

嘉　

行　

市
民
安
全
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　

兼
交
通
安
全
係
長

荒　

川　
　
　

要　

く
ら
し
の
窓
口
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　

補
佐
兼
管
理
係
長

大　

月　

義　

男　

保
険
年
金
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　

兼
医
療
福
祉
係
長

飯　

村　

春　

夫　

介
護
保
険
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　

兼
高
齢
福
祉
係
長

山　

口　

宏　

司　

福
祉
事
務
所
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　

兼
障
害
福
祉
係
長

杉　

山　

芳　

江　

福
祉
事
務
所
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　

兼
福
祉
ふ
れ
あ
い
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　

ウ
ス
館
長

広　

瀬　

政　

子　

福
祉
事
務
所
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　

兼
き
ぬ
保
育
園
長

廣　

瀬　

雅　

美　

農
政
課
長
補
佐
兼
構

　
　
　
　
　
　
　
　

造
改
善
係
長

木　

村　

宇　

一　

農
地
整
備
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　

兼
土
地
改
良
係
長

鈴　

木　

伸　

一　

商
工
観
光
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　

兼
商
工
係
長

高　

橋　

浩　

之　

建
設
課
長
補
佐
兼
工

　
　
　
　
　
　
　
　

務
係
長

小
田
部　

康　

志　

議
会
事
務
局
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　

兼
議
事
係
長

斉　

藤　

節　

子　

学
校
教
育
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　
兼
ち
よ
か
わ
幼
稚
園
長

片　

岡　
　
　

茂　

図
書
館
長
補
佐
兼
管

　
　
　
　
　
　
　
　

理
係
長

鈴　

木　
　
　

博　

公
民
館
長
補
佐
（
千

　
　
　
　
　
　
　
　

代
川
公
民
館
担
当
）

根　

本　

桂　

二　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　

長
補
佐
兼
農
地
係
長

斉　

藤　

信　

也　

水
道
事
業
所
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　

兼
庶
務
係
長

倉　

持　

総　

男　
総
務
課
文
書
法
制
係
長

小　

竹　

夏　

子　

総
務
課
車
両
係
長

杉　

田　

由
里
子　

人
事
課
研
修
係
長

中　

里　

き
く
江　

情
報
政
策
課
情
報
化

　
　
　
　
　
　
　
　

推
進
係
長

石　

黒　
　
　

哲　

企
画
課
新
市
建
設
計

　
　
　
　
　
　
　
　

画
推
進
室
係
長

程　

山　

幸　

男　

企
画
課
新
市
建
設
計

　
　
　
　
　
　
　
　

画
推
進
室
係
長

飯　

村　

淳　

子　

税
務
課
市
民
税
係
長

飯　

塚　

良　

子　

税
務
課
固
定
資
産
税

　
　
　
　
　
　
　
　

係
長

杉　

山　
　
　

真　

生
活
環
境
課
環
境
衛

　
　
　
　
　
　
　
　

生
係
長

吉　

川　
　
　

淳　

市
民
安
全
課
市
民
安

　
　
　
　
　
　
　
　

全
係
長

荻　

野　

由
里
子　

く
ら
し
の
窓
口
課
窓

　
　
　
　
　
　
　
　

口
係
長

斉　

藤　

節　

子　
保
険
年
金
課
保
険
係
長

小　

野　

美
枝
子　

介
護
保
険
課
介
護
保

　
　
　
　
　
　
　
　

険
係
長

沼　

尻　

洋　

子　

保
健
セ
ン
タ
ー
健
康

　
　
　
　
　
　
　
　

増
進
係
長

内　

田　

知　

子　

保
健
セ
ン
タ
ー
保
健

　
　
　
　
　
　
　
　

指
導
係
長

久
保
ノ
谷
三
枝
子　

福
祉
事
務
所
下
妻
保

　
　
　
　
　
　
　
　

育
園
係
長

猪　

瀬　

益　

子　

福
祉
事
務
所
き
ぬ
保

　
　
　
　
　
　
　
　

育
園
係
長

渡
慶
次　

信　

夫　
農
地
整
備
課
管
理
係
長

石　

井　

敬　

之　

建
設
課
管
理
係
長

岡　

本　

俊　

彦　

都
市
整
備
課
公
園
街

　
　
　
　
　
　
　
　

路
係
長

柴　

崎　

臣　

光　

下
水
道
課
工
務
係
長

猪　

瀬　

恵
美
子　
議
会
事
務
局
庶
務
係
長

古　

澤　

三
枝
子　

学
校
教
育
課
ち
よ
か

　
　
　
　
　
　
　
　

わ
幼
稚
園
係
長

赤　

井　

博　

之　
生
涯
学
習
課
文
化
係
長

菊　

池　

哲　

也　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

ポ
ー
ツ
振
興
係
長

中
久
喜　

朋　

昭　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
施

　
　
　
　
　
　
　
　

設
管
理
係
長

倉　

持　

寛　

城　

公
民
館
係
長

岡　

本　

卓　

也　
水
道
事
業
所
業
務
係
長

都　

井　

富　

江　

秘
書
課

北　

沢　

祐　

一　

秘
書
課

飯　

田　

博　

之　

総
務
課

小　

林　

美　

紀　

総
務
課

人　

見　
　
　

進　

総
務
課

古　

澤　
　
　

旭　

総
務
課

中　

嶋　
　
　

隆　

総
務
課

小　

口　

昌　

代　

人
事
課

清　

水　

浩　

之　

人
事
課

幡　

谷　

俊　

光　

情
報
政
策
課

谷
田
部　

保　

彦　

情
報
政
策
課

猪　

瀬　

直　

美　

総
務
部
付

谷
田
部　

恭　

幸　

企
画
課

塚　

越　

浩　

二　

財
政
課

岡　

本　

直　

美　

税
務
課

染　

野　

一　

也　

税
務
課

塚　

越　
　
　

剛　

税
務
課

山
野
辺　

俊　

次　

税
務
課

程　

塚　

智　

則　

収
納
課

高　

橋　

佳　

孝　

収
納
課

市　

村　

裕　

之　

市
民
課

倉　

持　

美
恵
子　

生
活
環
境
課

谷　

口　

裕　

治　

生
活
環
境
課

岩　

田　
　
　

淳　

生
活
環
境
課

野　

村　

和　

美　

生
活
環
境
課

大　

月　

貴　

志　

生
活
環
境
課

富　

永　

一　

男　

生
活
環
境
課

中　

里　

聖　

永　

市
民
安
全
課

平　

石　

順　

一　

市
民
安
全
課

岩　

坂　

美
代
子　

く
ら
し
の
窓
口
課

古　

橋　

俊　

亮　

く
ら
し
の
窓
口
課

木　

村　

光　

枝　

く
ら
し
の
窓
口
課

小　

山　

祐
理
子　

く
ら
し
の
窓
口
課

大　

里　

喜　

雄　

く
ら
し
の
窓
口
課

関　
　
　

好　

子　

保
険
年
金
課

浅　

野　

こ
ず
恵　

保
険
年
金
課

渡　

辺　

さ
と
み　

保
険
年
金
課

桜　

井　

清　

江　

保
険
年
金
課

鈴　

木　

清　

嗣　

介
護
保
険
課

大　

木　

雅　

子　

介
護
保
険
課

岡　

田　

住　

江　

保
健
セ
ン
タ
ー

小　

竹　
　
　

敦　

福
祉
事
務
所

市　

村　

照　

代　

福
祉
事
務
所

中　

山　

紀　

行　

福
祉
事
務
所

江　

面　

綾　

乃　

福
祉
事
務
所

田　

崎　

明　

美　

福
祉
事
務
所

廣　

瀬　

と
も
子　

福
祉
事
務
所

片　

野　

み
さ
を　

福
祉
事
務
所

小　

竹　

千
鶴
子　

福
祉
事
務
所

山　

木　

茂　

之　

農
政
課

山
野
辺　

こ
ず
枝　

農
政
課

羽　

田　
　
　

勝　

農
政
課

染　

野　

昌　

浩　

農
地
整
備
課

神　

郡　
　
　

守　

農
地
整
備
課

小　

田　

和　

男　

農
地
整
備
課

宇
津
野　

幸　

恵　

農
地
整
備
課

平　

石　

繁　

利　

農
地
整
備
課

中　

山　
　
　

守　

農
地
整
備
課

倉　

持　

浩　

之　

農
地
整
備
課

塚　

田　

崇　

弘　

商
工
観
光
課

根　

本　
　
　

学　

建
設
課

青　

柳　

美　

幸　

都
市
整
備
課

高　

田　

由
貴
江　

都
市
整
備
課

鈴　

木　

賢　

一　

都
市
整
備
課

野　

村　

康　

史　

下
水
道
課

高　

崎　

み
ゆ
き　

下
水
道
課

小　

竹　

恭　

子　

会
計
課

中　

山　
　
　

直　

学
校
教
育
課

赤　

間　

英　

子　

学
校
教
育
課

佐
々
木　

安　

代　

学
校
教
育
課

宇
津
野　

幸　

江　

学
校
教
育
課

浅　

野　

京　

子　

学
校
教
育
課

小　

林　

さ
お
り　

学
校
教
育
課

吉　

川　

美
由
紀　

指
導
課

小　

口　
　
　

宏　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

渡　

辺　

一　

郎　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

林　
　
　

鉄　

弥　

公
民
館

飯　

村　

加　

代　

ふ
る
さ
と
博
物
館

小　

林　

正　

幸　

農
業
委
員
会
事
務
局

斉　

藤　

定　

子　

水
道
事
業
所

小　

島　

孝　

則　

水
道
事
業
所

伊　

藤　

真　

澄　
（
秘
書
課
）

特集 新 “ 下 妻 市 ” 誕 生

●●

部
長
級

次
長
級

課
長
補
佐
級

係
長
級

一
般
職
員

退
職
者
（
12
月
31
日
付
）
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課
長
級



下妻市合併記念式典

千代川村合併記念式典とパレード

“みなさんとともに手を携えて頑張ります” と力強い言葉

千代川村に別れを告げる

特集 新 “ 下 妻 市 ” 誕 生

　

12
月
24
日
、
肌
寒
い
天
気
の
な
か
千
代

川
庁
舎
で
閉
村
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

飯
野
重
男
県
議
会
議
員
や
下
妻
市
・
千

代
川
村
議
会
議
員
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
来

賓
者
を
お
招
き
し
、
閉
村
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

稲
葉
村
長
か
ら
„
新
下
妻
市
の
魅
力
を

全
国
に
発
信
し
、
厳
し
い
な
か
で
も
光
輝

く
新
下
妻
市
実
現
の
た
め
、
み
な
さ
ん
と

と
も
に
手
を
携
え
て
頑
張
り
ま
す
“
と
力

強
い
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。　

　

村
発
展
の
た
め
に
、
各
方
面
で
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
５
０
０
余
名
の
み
な
さ
ん
に

村
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
下
妻
市
の
発
展
を
祝

し
、
万
歳
三
唱
が
行
わ
れ
、
村
旗
が
降

納
さ
れ
て
千
代
川
村
の
閉
幕
と
な
り
ま
し

た
。

　

千
代
川
村
は
昭
和
30
年
１
月
１
日
に
誕

生
し
、
平
成
18
年
１
月
１
日
に
千
代
川
村

と
い
う
村
名
に
別
れ
を
告
げ
„
新
下
妻

市
“
と
し
て
、新
た
な
旅
た
ち
を
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う　
千
代
川
村

　
さ
よ
う
な
ら　
千
代
川
村

退
任
に
あ
た
っ
て

千
代
川
村
教
育
委
員
会

前
教
育
長　

塚　
原　
　
修

　

こ
の
度
市
町
村
合
併
に
よ
り
、
千
代

川
村
が
51
年
の
歴
史
を
閉
じ
る
こ
と
に

伴
い
、
12
月
末
を
も
っ
て
教
育
長
を
退

任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

在
職
中
は
「
人
間
性
豊
か
な
幼
児
・

児
童
・
生
徒
の
育
成
と
生
涯
学
習
社
会

構
築
実
現
」
の
た
め
に
鋭
意
努
力
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
村
民
の
皆
様
に
は
格
別
な
る

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
職
責
を
全

う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
心

よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
市
に
な
り
ま
し
て
も
、
千
代
川

地
区
と
新
下
妻
市
が
「
緑
豊
か
な
文
化

の
香
り
高
い
活
力
あ
る
」
地
区
と
し
て

益
々
発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申

し
上
げ
退
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

慣れ親しんだ千代川村に

千代川村

千代川庁舎で閉村式

51年間
　

昭
和
28
年
（
一
九
五
三
）
８
月

の
市
町
村
合
併
促
進
法
制
定
を
受

け
て
、
下
妻
町
は
合
併
促
進
の
立

場
を
明
ら
か
に
し
、
人
口
５
万
人

都
市
と
し
て
の
下
妻
市
発
足
に
向

け
た
構
想
を
立
て
ま
し
た
。
そ
れ

は
下
妻
町
と
上か
み

妻つ
ま

村
・
大だ
い

宝ほ
う

村
・

騰と

波ば

ノの

江え

村
・
総ふ
さ

上か
み

村
・
豊と
よ

加か

美み

村
（
下
妻
地
区
）、
蚕こ

飼か
い

村
・
宗そ
う

道ど
う

村
・
大お
お

形が
た

村
（
千
代
川
地
区
）、

西に
し

豊と
よ

田だ

村
・
川か
わ

西に
し

村
（
八
千
代
町
）

の
10
村
を
合
併
さ
せ
る
も
の
で
し

た
。
下
妻
町
は
精
力
的
に
近
隣
村

に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
が
、
茨

城
県
が
発
表
し
た
合
併
計
画
案
は

下
妻
町
を
現
行
の
ま
ま
と
す
る
内

容
で
、
下
妻
町
の
構
想
と
は
全
く

異
な
る
も
の
で
し
た
。
中
で
も
結

城
郡
で
あ
っ
た
総
上
・
豊
加
美
・

宗
道
・
大
形
・
蚕
飼
・
玉た
ま

の
６
か

村
合
併
案
は
、
実
際
に
こ
の
６
か

村
に
よ
っ
て
合
併
協
議
が
進
め
ら

れ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
下
妻
町
で
は
翌

29
年
2
月
に
下
妻
町
町
村
合
併
調

査
会
が
設
置
さ
れ
、
各
村
首
脳
部

へ
の
働
き
か
け
に
よ
り
下
妻
町
へ

の
合
併
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

ま
ず
、
大
宝
村
が
い
ち
早
く
下
妻

町
へ
の
合
併
を
議
決
し
、
続
い
て

騰
波
ノ
江
村
か
ら
も
合
併
の
申
し

入
れ
が
あ
り
、
４
月
１
日
に
は
新

生
下
妻
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
も
結
城
郡
総
上
村
、
筑

波
郡
高た

か

道さ

祖い

村
、
真
壁
郡
上
妻
村

が
そ
れ
ぞ
れ
下
妻
町
へ
の
合
併
を

表
明
し
ま
す
。
総
上
村
の
下
妻
町

へ
の
合
併
表
明
は
、
こ
の
頃
同
時

に
進
め
ら
れ
て
い
た
宗
道
村
を
中

心
と
し
た
結
城
郡
６
か
村
の
合
併

協
議
が
消
滅
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
豊
加
美
村
で
は
下
妻
町
へ

の
合
併
か
、
宗
道
村
へ
の
合
併
か

を
住
民
投
票
に
ゆ
だ
ね
ま
す
。
投

票
の
結
果
は
宗
道
村
合
併
が
勝
利

し
ま
し
た
が
、
次
い
で
行
わ
れ
た

村
長
選
挙
で
下
妻
町
へ
の
合
併
推

進
派
の
村
長
が
当
選
す
る
と
下
妻

町
と
の
合
併
へ
と
収
束
さ
れ
て
い

き
ま
す
。
そ
し
て
６
月
１
日
、
下

妻
町
・
総
上
村
・
高
道
祖
村
・
上

妻
村
・
豊
加
美
村
が
合
併
し
、
下

妻
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。
真
壁
・

結
城
・
筑
波
３
郡
に
ま
た
が
る
全

国
的
に
も
珍
し
い
合
併
と
な
り
ま

し
た
。
市
名
は
合
併
の
中
心
と
な

っ
た
下
妻
町
の
町
名
を
そ
の
ま
ま

市
制
施
行
に
合
わ
せ
た
も
の
で
す

が
、「
下
妻
」
の
地
名
は
古
代
の

「
下し
も

真つ
ま

郷ご
う

」
や
、
中
世
の
「
下し
も

津つ

真ま
の

荘し
ょ
う」「
下し
も

妻つ
ま
の

荘し
ょ
う」
か
ら
つ
づ
く

伝
統
的
な
地
名
で
す
。

　

宗
道
村
を
中
心
と
す
る
大
形
・

蚕
飼
・
総
上
・
豊
加
美
・
玉
の
６

か
村
合
併
案
は
、
総
上
・
豊
加
美

両
村
の
離
脱
に
よ
り
新
た
な
局
面

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

や
は
り
そ
の
頃
同
時
に
進
み
つ
つ

あ
っ
た
石
下
町
合
併
促
進
と
の
関

係
を
受
け
、
玉
村
で
は
合
併
先
が

宗
道
村
か
石
下
町
か
で
村
を
二
分

す
る
勢
い
と
な
り
、
住
民
投
票
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
両
町

村
か
ら
の
ビ
ラ
配
布
や
地
縁
・
血

縁
を
通
し
て
白
熱
し
た
運
動
が
展

開
し
ま
し
た
。
投
票
の
結
果
は
１

票
差
で
石
下
町
に
合
併
す
る
と
い

う
も
の
で
し
た
。
結
城
地
方
事
務

所
の
調
停
を
経
て
、
玉
村
の
分
村

は
や
む
を
得
な
い
と
の
結
論
に
達

し
、
５
つ
あ
る
大
字
の
う
ち
宗
道

村
に
接
す
る
羽は
ね

子ご

・
原は
ら

地
区
は
宗

道
村
へ
昭
和
29
年
10
月
１
日
に
編

入
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
30

年
１
月
１
日
、
宗
道
・
大
形
・
蚕

飼
の
３
村
が
合
併
し
千
代
川
村
が

誕
生
し
ま
し
た
。
村
名
は
一
般
公

募
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
し
た
が
、

江
連
用
水
が
再
興
し
た
際
に
幕
府

の
役
人
が
詠
ん
だ
句
「
樋ひ

開ひ
ら

き
や

　

豊と
よ

田だ

郡ご
お
りの　

千
代
の
水
」
か
ら

「
千
代
」
の
文
字
を
と
り
、
鬼
怒

川
・
小
貝
川
に
ち
な
ん
で
「
千
代

川
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

（
生
涯
学
習
課
文
化
係
）

　
平
成
18
年
１
月
１
日
、
下
妻
市
と
千
代
川
村
が
合
併
し
、
新
生
下
妻

市
が
誕
生
し
ま
し
た
。
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
下
妻
と
千
代
川
の
歴
史
に

つ
い
て
、
両
者
係
わ
り
の
深
い
事
項
を
中
心
に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

第
１
回
目
は
、
今
か
ら
約
50
年
前
の
下
妻
市
・
千
代
川
村
誕
生
の
歴
史

で
す
。

Series

ありがとう 千代川村さようなら

●●

下
妻
市
の
誕
生

千
代
川
村
の
誕
生

新
下
妻
市
の
歴
史
再
発
見

新
下
妻
市
の
歴
史
再
発
見Vol.

1
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12
月
15
日
か
ら
19
日
の
５
日
間
、
県
民

文
化
セ
ン
タ
ー
美
術
展
示
室
に
お
い
て
、

茨
城
県
ふ
る
さ
と
美
術
展
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
美
術
展
は
、
農
山
魚
村
に
居

住
す
る
み
な
さ
ん
が
、
余
暇
を
活
用
し
て

創
作
し
た
芸
術
作
品
を
広
く
一
般
に
紹
介

し
、
農
林
漁
業
お
よ
び
農
山
漁
村
へ
の
理

解
と
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
人
々
の
連

帯
感
を
一
層
深
め
る
こ
と
が
目
的
で
行
わ

れ
て
お
り
、
今
回
で
19
回
目
を
迎
え
る
も

の
で
す
。

　

書
の
部
で
岡
崎
よ
し
江
さ
ん（
本
宗
道
）

が
作
品
を
出
展
し
、
力
作
揃
い
の
作
品
の

中
か
ら
、
見
事
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
崎
さ
ん
は
、
„
思
い
が
け
な
い
受

賞
に
心
か
ら
喜
ん
で
い
ま
す
。
自
分
の
す

る
こ
と
に
、
協
力
的
だ
っ
た
亡
き
夫
に
見

守
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
も
、
美
し
く
老
い
る

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
輝
い
た
日
々
が
送
れ
る

よ
う
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た

い
“
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
栄
え
あ
る

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ち
と
地
域
の
子
ど
も
た
ち
一
緒
に
、
餅
つ

き
や
そ
ば
打
ち
を
体
験
す
る
交
流
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、今
回
初
め
て
の
試
み
で
、

今
子
ど
も
た
ち
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る

件
数
が
増
加
し
て
お
り
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
を
地
域
の
み
な
さ
ん
で
守
ろ
う
と
企

画
し
た
も
の
で
す
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
の
お

じ
さ
ん
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
餅
つ
き
や
そ

ば
打
ち
な
ど
を
体
験
し
、
手
や
顔
な
ど
真

っ
白
に
な
り
な
が
ら
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
・・・

„
近
所
の
お
じ
さ
ん
た
ち
と
い
っ
し
ょ

に
お
餅
つ
き
な
ど
が
で
き
、
と
て
も
良
か

っ
た
で
す
“
と
お
餅
を
口
い
っ
ぱ
い
に
頬

ば
り
な
が
ら
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
近

所
の
お
じ
さ
ん
た
ち
と
交
流
が
深
ま
り
良

か
っ
た
で
す
ね
。

子
ど
も
た
ち
は
、
そ
ん
な
オ
オ
ム
ラ
サ
キ

の
幼
虫
を
や
さ
し
く
保
護
し
、
そ
の
一
部

を
石
倉
さ
ん
（
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
と
森
の
文

化
の
会
会
長
）の
飼
育
小
屋
で
越
冬
さ
せ
、

自
然
界
の
幼
虫
と
飼
育
し
て
い
る
幼
虫

の
違
い
を
こ
れ
か
ら
も
観
察
し
て
い
き
ま

す
。
み
ん
な
の
願
い
が
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
に

伝
わ
り
、
き
び
し
い
寒
さ
に
耐
え
、
春
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

　

12
月
11
日
、
働
く
婦
人
の
家
で
総
上
Ｄ

Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｎ
（
男
々
）
会
の
お
父
さ
ん
た

　

12
月
２
日
、
小
貝
川
ふ
れ
あ
い
公
園
オ

オ
ム
ラ
サ
キ
の
森
で
下
妻
小
学
校
と
総
上

小
学
校
の
３
年
生
が
総
合
学
習
の
時
間
を

利
用
し
て
、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
越
冬
の
様

子
を
観
察
し
ま
し
た
。

　

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
は
、
秋
に
な
る
と
枯
葉

色
に
変
身
し
て
木
の
根
元
の
落
葉
の
中
で

越
冬
し
ま
す
。
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
は
、
風
で

飛
ば
さ
れ
た
り
他
の
虫
に
食
べ
ら
れ
た
り

と
、き
び
し
い
自
然
条
件
の
中
に
い
ま
す
。

毎
年
実
施
し
て
お
り
、
こ
の
日
は
、
市
内

の
鬼
怒
川
・
小
貝
川
に
15
㎝
ほ
ど
の
真
ブ

ナ
５
０
０
㎏
、
約
１
万
匹
を
放
流
。
放
流

さ
れ
た
フ
ナ
は
、
３
年
か
ら
４
年
間
で
25

㎝
に
成
長
し
、
釣
り
フ
ァ
ン
を
喜
ば
し
て

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
度
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

の
吉
原
琢
郎
氏
（
高
道
祖
）
が
、
永
年
選

挙
管
理
委
員
会
委
員
と
し
て
、
内
閣
総
理

大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
原
さ
ん
は
、
昭
和
56
年
３
月
に
選
挙

管
理
委
員
会
委
員
に
就
任
以
来
24
年
の
永

き
に
わ
た
り
、
各
種
選
挙
の
管
理
執
行
は

も
と
よ
り
、
選
挙
人
に
対
す
る
啓
発
・
啓

蒙
に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平

成
元
年
３
月
か
ら
は
、同
委
員
長
と
し
て
、

委
員
及
び
職
員
の
指
導
や
市
民
の
政
治
意

識
の
高
揚
な
ど
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認

め
ら
れ
、こ
の
度
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長　
吉
原
琢
郎
氏（
高
道
祖
）

　

上
妻
小
学
校
６
年
生
、
総
上
小
学
校
４

年
生
の
児
童
を
対
象
に
人
権
教
室
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、今
年
で
３
年
目
と
な
り
、

い
じ
め
が
本
格
化
す
る
前
に
い
じ
め
に
つ

い
て
考
え
る
機
会
を
も
ち
、
子
ど
も
た
ち

に
い
じ
め
は
い
け
な
い
と
い
う
意
識
を
促

す
こ
と
が
目
的
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
い
じ
め
を
題
材
に
し
た
ビ
デ
オ
を
鑑

賞
し
、
人
権
擁
護
委
員
の
先
生
か
ら
人
権

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

„
人
権
に
つ
い
て
の
授
業
を
う
け
、

仲
良
し
の
お
友
だ
ち
に
な
に
げ
な
く
話
し

て
い
る
言
葉
も
、
相
手
に
と
っ
て
は
、
心

を
痛
め
る
と
き
も
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
“
と
話
し
て
く
れ
た
児
童
の
み
な
さ

ん
。

　

ま
た
、
12
月
９
日
に
は
、
ジ
ャ
ス
コ
下

人
権
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

上
妻
小
学
校
・
総
上
小
学
校
で

人
権
教
室

妻
店
の
店
頭
で
人
権
擁
護
委
員
が
„
子

ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
“
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
人
権
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

12
月
12
日
、
鬼
怒
小
貝
漁
業
協
同
組
合

に
よ
る
フ
ナ
の
放
流
が
、
鬼
怒
川
長
塚
橋

上
流
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

組
合
で
は
、
漁
業
資
源
の
確
保
の
た
め

鬼
怒
川
と
小
貝
川
で
フ
ナ
を
放
流

„
大
き
く
育
っ
て
ね
“
と

　
願
い
を
込
め
て

●●

市内でおこなわれた各種行事や地域の話題など・・・
みなさんからの情報をお待ちしています。

（秘書課 広報広聴係）
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ま だ
いち

の
わ県

ふ
る
さ
と
美
術
展
で
入
賞

書
の
部　

岡
崎
よ
し
江
さ
ん
（
本
宗
道
）

総
上
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｎ
会

餅
つ
き
＆
そ
ば
打
ち
交
流
会

越
冬
す
る
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
を
観
察

無
事
に
冬
を
越
せ
る
と
い
い
ね
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内閣総理大臣賞を受賞された吉原琢郎氏

人権教室に積極的に取り組む児童たち

チラシを配布する人権擁護委員フナを一斉に放流これがオオムラサキの幼虫だね

入賞された岡崎よし江さん

おじさんたちと食べるおそばおいしいなぁ 近所のおじさんたちと餅つき

ほら！見て…幼虫見つけたよ！



TOPICSTOWNTOWN ま だ
わ いち

の
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

遠
方
か
ら

駆
け
つ
け
た

応
援
席
か
ら

も
、
シ
ュ
ー

ト
が
入
る
た

び
に
、
大
き

な
歓
声
が
あ

が
り
、
体
育

館
い
っ
ぱ
い

に
、
響
い
て

い
ま
し
た
。

関
東
大
会
で

の
ご
活
躍
を

お
祈
り
し
ま

す
。

　

11
月
23
・
26
・
27
日
の
３
日
間
、
笠
松

運
動
公
園
体
育
館
で
行
わ
れ
た
第
33
回
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
に
お

い
て
、下
妻
ジ
ャ
ス
テ
イ
ス
Jr.
チ
ー
ム（
下

妻
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
）

が
準
優
勝
し
関
東
大
会
の
出
場
権
を
得
ま

し
た
。

　

こ
の
チ
ー
ム
は
、塚
越
進
一
郎
監
督（
長

塚
）
の
指
導
の
も
と
、
市
内
小
学
校
の
児

童
３
年
生
か
ら
６
年
生
の
男
子
チ
ー
ム
の

団
員
が
、
練
習
に
励
み
今
回
の
成
績
を
得

お
め
で
と
う
県
大
会
準
優
勝

下
妻
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

下
妻
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
Jr.
チ
ー
ム

　ふるさと博物館展覧会
　地域文化の殿堂
～下妻市文化団体連絡協議会30年のあゆみ～開催

　

ふ
る
さ
と
博
物
館
に
お
い
て
、展
覧
会
„
地
域
文
化

の
殿
堂
〜
下
妻
市
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
30
年
の
あ
ゆ

み
〜
“
が
、
10
月
８
日
か
ら
12
月
18
日
ま
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

展
覧
会
で
は
、
自
主
運
営
を
基
本
と
し
、
下
妻
に
お

け
る
芸
術
文
化
活
動
の
一
翼
を
担
う
文
団
連
の
30
年
の

あ
ゆ
み
を
刻
む
資
料
の
ほ
か
、
仏
師
錦
戸
新
観
氏
や
画

家
利
根
山
光
人
氏
な
ど
、
歴
代
名
誉
会
員
の
作
品
、
及

び
郷
土
ゆ
か
り
の
歌
人
で
、
文
団
連
初
代
会
長
で
も
あ

っ
た
磯
山
松
男
氏
の
顕
彰
事
業
の
取
り
組
み
な
ど
を
展

示
い
た
し
ま
し
た
。

　

来
館
さ
れ
た
み
な
さ
ん
か
ら
は
、
„
文
団
連
の
30
年

の
足
跡
が
理
解
で
き
た
“„
名
誉
会
員
の
素
晴
ら
し
い

作
品
を
鑑
賞
で
き
、
良
か
っ
た
“
な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

平
間
病
院
長
平
間
敬
文
氏
（
江
）
か

ら
上
妻
小
学
校
に
国
旗
掲
揚
塔
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。
平
間
先
生
は
、
自
分
の
母

校
で
あ
る
小
学
校
の
、
国
旗
掲
揚
塔
が
老

朽
化
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
今
回
の
寄

贈
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
児
童
た
ち
は
、

„
上
妻
小
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
を
こ
れ
か

ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
“
と
新
し
い

ポ
ー
ル
を
見
て
ニ
ッ
コ
リ
。
温
か
い
ご
芳

志
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
し
い
国
旗
掲
揚
塔
が

寄
贈
さ
れ
る

上
妻
小
学
校
に

砂
沼
で
ヘ
ラ
ブ
ナ
を
放
流

砂
沼
愛
魚
会
の
み
な
さ
ん
が

　

12
月
４
日
、
肌
寒
い
天
気
の
な
か
、
砂

沼
の
愛
宕
神
社
付
近
で
、
砂
沼
愛
魚
会
の

み
な
さ
ん
に
よ
り
ヘ
ラ
ブ
ナ
が
放
流
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
放
流
は
、
釣
り
愛
好
会
の
み

下
妻
名
物
の
豚
汁
・
和
菓
子
配
布

な
さ
ん
に
、
も
っ
と
釣
り
に
親
し
み
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。
会
員
17
名
の
手
に
よ
っ
て
、
18
か
ら

25
㎝
ほ
ど
の
ヘ
ラ
ブ
ナ
２
・
６
ト
ン
（
約

１
万
３
０
０
０
匹
）が
一
斉
に
放
流
さ
れ
、

放
流
を
待
っ
て
い
た
た
く
さ
ん
の
釣
り
愛

好
者
た
ち
が
、
竿
を
振
り
釣
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。

東
京
北
千
住

„
街
道
ま
つ
り
“へ
参
加
!

　

12
月
４
日
、
東
京
都
足
立
区
の
北
千
住

サ
ン
ロ
ー
ド
商
店
街
に
お
い
て
、『
第
３

回
街
道
ま
つ
り
・
こ
れ
よ
り
ま
っ
つ
ぐ
下

妻
街
道
の
巻
』
が
行
わ
れ
、
本
市
か
ら
は

商
工
会
、
観
光
協
会
、
観
光
物
産
会
、
食

と
農
を
考
え
る
女
性
の
会
が
参
加
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
時
折
冷
た
い
雨
が
ぱ
ら
つ

く
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
下
妻
名

物
の
豚
汁
や
和
菓
子
の
無
料
配
布
、
農
畜

産
加
工
品
の
展
示
・
即
売
を
行
い
、
長
蛇

の
列
が
で
き
る
な
ど
、
大
好
評
の
う
ち
に

下
妻
の
観
光
と
物
産
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

千
住
か
ら
始
ま
る
諸
街
道
の
う
ち
、
下

妻
街
道
は
埼
玉
県
草
加
市
、
千
葉
県
野
田

市
、
茨
城
県
坂
東
市
、
下
妻
市
、
栃
木
県

益
子
町
な
ど
を
経
て
同
県
さ
く
ら
市
喜
連

川
に
通
じ
、
水
戸
街
道
と
日
光
街
道
の
中

間
に
位
置
す
る
街
道
で
す
。

　

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
開
業
に
よ
り
、

下
妻
市
と
北
千
住
間
が
短
縮
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、„
往
来
が
今
ま
で
以
上
に
多
く

　

11
月
20
日
、
市
立
図
書
館
で
、
約
80

名
が
参
加
す
る
な
か
、
茨
城
キ
リ
ス
ト
教

大
学
の
川
上
美
智
子
先
生
を
講
師
に
招
き

„
変
革
の
時
代
を
生
き
る

－

少
子
社
会

と
男
女
共
同
参
画

－

“
と
題
し
て
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
は
、
今
年
で
３
回
目
を
迎

え
、
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い
て
少
子
化
が
進

行
し
て
お
り
、こ
れ
を
食
い
止
め
る
に
は
、

社
会
に
子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

ご
く
身
近
な
も
の
を
例
に
あ
げ
わ
か
り
や

す
く
話
さ
れ
、
参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
、

う
な
ず
き
な
が
ら
メ
モ
を
と
っ
て
い
ま
し

た
。

講
演
会
が
行
わ
れ
る

男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て

な
り
、
多
く
の
み
な
さ
ん
に
、
下
妻
の
良

さ
を
探
訪
し
、
都
会
で
は
体
験
で
き
な
い

も
の
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
た
ら
“
と
関
係
者
は
話
し
て
い
ま
し

た
。

親子歴史体験隊
開かれる

　

ふ
る
さ
と
博
物
館
で
は
、
11
月
19
日
に
、
„
親
子
歴

史
体
験
隊
“
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
館
に
お
い
て
下
妻
の
縄
文
時
代
の
解
説
を
聞
い
た

の
ち
、
参
加
し
た
親
子
は
栃
木
県
小
山
市
の
„
お
や
ま

縄
文
ま
つ
り
の
広
場
“に
学
習
場
所
を
移
し
、
縄
文

人
の
生
活
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

„
お
や
ま
縄
文
ま
つ
り
の
広
場
“は
、
国
指
定
史
跡

寺
野
東
遺
跡
を
史
跡
公
園
化
し
た
広
場
で
、
縄
文
文
化

を
体
感
で
き
る
資
料
館
も
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

親
子
歴
史
体
験
隊
に
参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
は
、

„
弓
矢
な
ど
、
普
段
な
か
な
か
体
験
で
き
な
い
こ
と

が
体
験
で
き
て
楽
し
か
っ
た
“
„
縄
文
時
代
の
様
子

が
詳
し
く
分
か
っ
て
勉
強
に
な
っ
た
“
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

親子で縄文時代の弓矢を体験すばらしい作品を鑑賞する来館者

●●

Info.
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温かいご芳志ありがとうございます

ヘラブナを一斉に放流
下妻名物豚汁の無料配布に長蛇の列

大好評の農畜産加工品の展示・即売会

子育てしやすい環境を整える
ことが不可欠です

関東大会出場おめでとうございます　下妻ジャスティスJr.チームのみなさん



TOPICSTOWNTOWN

ニ
コ
ル
ソ
ン
の
浮う

き

秤
ば
か
り

子どもの純粋な
心のつぶやき

口口 頭頭 詩詩
マ
マ
が
ぼ
く
を
お
こ
っ
て
も

そ
れ
は
わ
る
い
か
ら
だ
よ
ね

ぼ
く
の
こ
と 

す
き
だ
よ
ね

だ
か
ら 

ぼ
く
も
ね

マ
マ
な
ん
か
き
ら
い
っ
て
い
っ
て
も

ほ
ん
と
う
は 

す
き
だ
か
ら
ね

す
ね
て
い
っ
て
る
だ
け
だ
か
ら

き
に
し
な
い
で
ね

み
閉
幕
し
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ

ん
、
寒
い
中
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

村
へ
の
思
い
と
新
下
妻
市
へ
の
期
待
を
込

め
た
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
ク

リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
の
始
ま
り
、
千
代

川
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
み
な
さ
ん
が
か
じ

か
む
手
に
力
を
込
め
て
演
奏
す
る
と
、
そ

の
後
か
ら
キ
ッ
ズ
コ
ー
ラ
ス
Ｄ
Ｏ

－

Ｒ
Ａ

－

Ｍ
ｉ
の
可
愛
い
お
友
達
の
寒
さ
を
吹
き

飛
ば
す
よ
う
な
元
気
な
歌
声
、
千
代
川
コ

ー
ラ
ス
の
素
敵
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
続
き
、

観
客
と
一
体
と
な
っ
た
会
場
は
た
い
へ
ん

な
盛
り
上
が
り
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、
村

内
の
小
学
生
３
人
の
「
千
代
川
村
の
思
い

出
」
に
関
す
る
作
文
の
朗
読
も
行
わ
れ
ま

し
た
。「
千
代
川
村
は
、
人
に
や
さ
し
く

思
い
や
り
の
あ
る
村
」、「
い
ろ
い
ろ
な
行

事
も
手
作
り
で
行
う
、
小
さ
い
け
れ
ど
誇

り
を
も
て
る
村
」、「
千
代
川
の
地
名
は
な

く
な
っ
て
も
、
私
た
ち
も
心
に
活
き
続
け

る
村
」
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
心
情
が
述
べ

ら
れ
る
と
、
思
わ
ず
目
頭
を
お
さ
え
る
人

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て

時
が
た
ち
日
没
と
同
時
に
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
を
迎
え
ま
し
た
。
全
員
で
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
、ク
ラ
ッ
カ
ー
の
音
が
鳴
り
響
く
中
、

川
岸
の
ク
ル
ミ
の
木
に
仕
掛
け
ら
れ
た
ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
点
灯
さ
れ
る
と
、
会
場
は
大
歓
声
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
会
場
に

飯
島
会
長
扮
す
る
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
登

場
し
、
子
ど
も
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
手

渡
さ
れ
、
千
代
川
村
最
後
の
イ
ベ
ン
ト
は

多
く
の
村
民
の
胸
に
感
動
の
思
い
出
を
刻

青せ
い

龍
り
ゅ
う

楽が
っ

校こ
う

自
然
体
験

鬼
怒
川
で
ク
リ
ス
マ
ス

　

12
月
18
日
、
大
形
橋
上
流
の
鬼
怒
川
河

畔
で
「
あ
り
が
と
う
千
代
川
村
・
鬼
怒
川

で
ク
リ
ス
マ
ス
」
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
合
併
を
間
近
に

控
え
た
千
代
川
村
の
最
後
の
思
い
出
づ
く

り
に
と
、
水
辺
の
楽
校
推
進
協
議
会
（
飯

島
順
一
会
長
）
が
関
係
者
に
呼
び
か
け
開

催
し
た
も
の
で
す
。
前
夜
か
ら
吹
き
荒
れ

た
強
い
西
風
の
影
響
で
、
冷
え
込
み
の
厳

し
い
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
午
後
３
時
に

青
龍
楽
校
少
年
団
の
小
学
生
リ
ー
ダ
ー
の

司
会
進
行
で
開
会
。
主
催
者
あ
い
さ
つ
の

後
、
稲
葉
千
代
川
村
長
と
小
倉
下
妻
市
長

か
ら
、
51
年
間
の
歴
史
を
閉
じ
る
千
代
川

◇
ウ
イ
ン
グ
21
と
コ
ス
モ
ス

の
会
か
ら
市
の
福
祉
に
役
立

て
て
ほ
し
い
と
、
２
万
８
７

４
８
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

◇
鈴
木
ミ
ヨ
さ
ん
（
長
塚
）
か

ら
市
立
図
書
館
の
図
書
購
入

に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
10

万
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

旧
制
下
妻
中
学
校(

現
下
妻

一
高)

で
使
わ
れ
た
と
思
わ
れ

る
本
資
料
は
、
３
部
分
か
ら
成

る
金
属
製
の
浮
秤
で
、
液
体
や

固
体
の
比
重
を
測
定
す
る
際
に

用
い
ら
れ
る
実
験
道
具
で
す
。

　

使
用
方
法
は
、
測
定
す
べ
き

液
体
の
中
に
重
り
を
浮
か
せ
、

次
に
そ
の
重
さ
を
浮
力
と
つ
り

合
わ
せ
、
液
中
に
沈
ん
だ
部
分

の
体
積
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ

り
そ
の
比
重
を
求
め
る
と
い
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

名
前
の
由
来
と
も
な
っ
て
い

る
ニ
コ
ル
ソ
ン
と
は
、
イ
ギ
リ

ス
の
科
学
者
で
、
イ
ギ
リ
ス
で

は
じ
め
て
電
堆
（
電
池
）
を
作

り
、
ま
た
、
水
の
電
気
分
解
を

発
見
し
た
人
で
も
あ
り
ま
す
。

　

古
い
時
代
の
実
験
教
材
が
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
県
内
で
も

珍
し
く
、
本
資
料
は
大
変
貴
重

な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

【
解
説
】　

竜
平
を
し
か
っ
た

時
、「
マ
マ
な
ん
か
き
ら
い
」

と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
が
落
ち
込
ん
で
い
る
と
、
そ

ば
に
寄
っ
て
き
て
優
し
く
言
っ

て
く
れ
た
言
葉
で
す
。
す
ね
て

言
っ
て
る
だ
け
な
ん
て
、
自
覚

し
て
る
の
か
と
思
っ
た
ら
、
少

し
お
か
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
採
集　
母　
三
谷
裕
加
子

わ
ら
べ
う
た
・
あ
そ
び
ラ
ン
ド

く
さ
ぶ
え
27
集
よ
り

 

三
谷 

竜
平

５
歳
４
か
月
︵
大
和
保
育
園
︶

き
に
し
な
い
で

甘あ
ま

い
も
の
こ
の
ご
ろ
好す

き
に
小こ

鳥と
り

来く

る

神
郡　
　

貢
（
高
道
祖
）

母は
は

在お

は
す
障

し
ょ
う

子じ

に
小ち

さ
き
影か

げ

あ
り
て

外
山　

敏
子
（
下
妻
丁
）

何
も
か
も
新
し
く
見
ゆ
初
日
の
出

斉
藤　

紫
雲
（
小　

島
）

天あ
め

地つ
ち

の
怒
り
か
神
の
罪
な
る
か
竜
巻
台
風
地
球
の
荒す

さ

び

関　
　

富
喜
（
下
妻
丁
）

此
の
夏
の
続
き
し
猛
暑
は
ど
こ
へ
や
ら
玉
転
ぶ
が
の
加
速
度
の
冷
え

戸
恒　

琴
子
（
下
妻
乙
）

博
物
館
に
大
作
な
ら
ぶ
龍

り
ゆ
う

子し

展
﹁
一

い
っ

天て
ん

護ご

持ぢ

﹂
の
迫
力
に
酔
ふ

外
山
と
く
子
（
下
妻
乙
）

被
災
地
に
援
護
物
資
の
届
か
ぬ
と
ふ
は
る
か
な
国
の
哀
れ
を
想お

も

ふ

外
山　

は
ま
（
下
妻
丁
）

こ
お
ろ
ぎ
の 

り
あ
と
あ
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
芽
の
ほ
じ
み
見
ゆ
春
は

そ
こ
ま
で

木
村　

り
ん
（
下
妻
乙
）

愛
用
の
わ
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
車
既
に
し
て
時
代
遅
れ
か
部
品
の
あ
ら
ず

塚
田　

洋
子
（
大　

木
）

追
い
着
け
は
又
先
に
出
る
枯
落
葉
師
走
な
れ
ど
も
街
に
人
な
し

斎
藤　

七
郎
（
小　

島
）

余
命
な
き
お
ふ
く
ろ
看み

取
る
心
地
に
て
千
代
川
村
の
消
ゆ
る
日
を
待
つ

坂
井　

勝
美
（
五　

箇
）

こ
の
一

ひ
と

年と
せ

予
期
せ
ぬ
事
に
胸
痛
む
新
た
な
る
年
の
安
ら
か
祈
る

鈴
木　

澄
江
（
宗　

道
）

か
じ

千代川中学校吹奏楽部のすばらしい演奏寒さを吹きとばし元気に歌うDO-RA-Mi のみなさん

司会進行する青龍楽校少年団員 作文朗読をする村内の小学生

●●

温
か
い
善
意

温
か
い
善
意

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

ふ
る
さ
と
博
物
館
収
蔵
資
料
紹
介
32

芸

民

市

文

俳 

句

短 

歌
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イルミネーションが点灯され子どもたちにプレゼント



くらしの広場

資源回収は、市民の協力によって成り立っています

問い合わせ先
　生活環境課　☎43-2111㈹
　Ｅメール：kankyo@city.shimotsuma.lg.jp

下妻市廃棄物の処理及び清掃に関する条例（改正部分の抜粋）

市
で
は
、
平
成
17
年
12
月
か
ら
資
源
回
収
庫
や
ご
み
集
積
所
に
出
さ
れ
た
資
源
物
は
、
市
の
所
有
物
で

あ
る
改
正
を
行
い
警
察
と
連
携
し
て
、悪
質
な
業
者
に
は
、厳
し
い
措
置
を
講
じ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

ご
み
集
積
所
に
出
さ
れ
た
資
源
物
が
、

市
の
委
託
業
者
以
外
の
業
者
に
持
ち
去
ら

れ
る
ケ
ー
ス
が
、最
近
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
防
止
策
と
し
て
、
市
内
の
資
源
回

収
庫
お
よ
び
ご
み
集
積
所
に
„
無
断
持

ち
去
り
厳
禁
“
の
張
り
紙
を
し
、
監
視
し

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
資
源
物
持
ち
去
り
防
止

に
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

市
生
活
環
境
課
（
☎
43

－

２
１
１
１
）
ま

た
は
下
妻
警
察
署
（
☎
43

－

０
１
１
０
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

資
源
物
の

持
ち
去
り
を
見
か
け
た
ら

（資源物の所有権）
第６条　第３条の規定に基づき集積所に出された一般廃棄物のうち資源物の所有権は、市に
　　帰属する。
２　市長が指定する事業者以外の者は、資源物を収集し、又は運搬してはならない。
３　市長は、前項の規定に違反して資源物を収集し、又は運搬した者に対し、期限を定め、
　　その返還を命ずることができる。

　年末から年始にかけて忘年会や新年会など飲む機会
が多く、ついつい暴飲暴食になりがちです。また、睡
眠不足になったりと、生活リズムが不規則になり、疲
れがたまり体調を崩し風邪を引きやすい体になってし
まいます。
　今回は、疲れた体の回復方法をご紹介します。

肉を伸ばします）
４．足首をぐるぐる回します。（足の疲労回復だけで
なく内臓の疲労もとります）

■いつものお風呂で疲労回復
　効率よく疲れを取るにはお湯の温度は４０度ぐらい
で、５分の入浴と、３分の休憩を繰り返します。この
間隔が血液の循環を良くします。
■簡単ストレッチ
１． 肩を前後に回します。（首や肩の筋肉がほぐれま
す）

２． 両手を組んで、手のひらを上に向け、全身を思
い切り伸ばします。（筋肉と脳をリフレッシュ）

３．両腕を後ろにして、肩甲骨を縮めるようにします。
そして体を前にすぼめるようにして肩甲骨を伸ばし
ます。足は肩幅くらい開きます。（背中から肩の筋

■納豆を食べて疲れを取る
　発酵食品の納豆には１８種類の必須アミノ酸を含
み、体に活力を与えます。納豆は消化酵素も含んでい
るので速効性があります。
■胃もたれには大根おろし
　大根には消化酵素のアミラーゼが含まれています。
大根おろしにしょうが（汁）を加えるとさらに良いよ
うです。
■下痢には梅肉エキス
　梅肉エキスのお湯割りを飲みます。梅肉エキスがな
いときは梅干６個を表面が黒くなるまでいって濃く煎
じて飲みます。
■２日酔いには梅干やしょうが
　予防にはまず飲む前に必ず何か食べておくことがポ
イントです。昔から言われていますが、飲む前の一杯
の牛乳は胃の粘膜を保護します。
　お酒で痛んでしまった胃の粘膜には梅干です。梅干
のクエン酸が粘膜を修復します。
　吐き気が強いときはしょうが汁を飲むとおさまりま
す。
　その他、にんにく、山いも、
酢なども疲労回復に良いよう
です。

保健センター
☎ 43-1990

　消費者金融３社から合計１５０万円の借金があっ
たので一本化したいと考えていた時、“借金一本化・
低金利”をうたったダイレクトメールが届いたので
迷わず連絡してみました。
　“融資は可能だが、担保を取らない代わりに保証
機関に保証金を預けることになる”と言われ、指
定口座に５万円振り込みました。その後、“融資金
額を上げるため”とさらに５万円。“手数料も必要”
と言われ、結局２０万円振り込んでしまいました。
未だに融資してもらえません。どうしたらいいでし
ょうか。

　貸金業登録をしていない無登録業者でした。支払
ってしまった２０万円を取り戻すことは困難かもし
れません。嫌がらせの電話があるかもしれませんが、
今後の支払いはきっぱりと拒否するよう助言しまし
た。
　ヤミ金融の “保証金詐欺” です。
　多額の融資を即座に実行するように見せかけ、保
証金や手数料の名目でお金を振り込ませる手口で
す。
　“審査済み即融資” “低金利・一本化” などのおと
り広告にはだまされないよう注意してください。

消費生活に関するお問い合わせは
消費生活センター筑西分室　☎24-2211内線218
商工観光課　商工係（千代川庁舎）　☎43-2111㈹

●●

ご存知
　ですか ?

資
源
物（
ア
ル
ミ
缶
・
ス
チ
ー
ル
缶
・
新
聞
紙
等
）の

持
ち
去
り
は

犯
罪
行
為
で
す
。

飲みすぎ・食べすぎに注意しましょう！！

体編

食事編

ミニ消 生 情費 活 報
相談室の窓から相談室の窓から相談室の窓から

相談内容

相談結果
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日 月 火 水 木 金 土

急な病気やケガのとき
今診てもらえるお医者さんを探す

インターネット⇨ http://www.qq.pref.ibaraki.jp/
携　帯　　⇨ http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
電　話　　⇨ 029-241-4199

茨城県救急医療情報システム

健康カレンダー　Health Calendar ２月

湖南病院…湖南病院（長塚48-1）
西南医療…茨城西南医療センター病院（境町2190）
友愛記念…友愛記念病院（古河市関戸726）

☎44-2556
☎0280-87-8111
☎0280-98-3511

菊山胃腸科外科医院（下妻丁71-6）
中山医院（中郷185）
中嶋医院（下妻乙145）
坂入医院（高道祖4611-12）
軽部病院（下妻乙398-1）

☎44-2014
☎43-2512
☎44-3008
☎43-6391
☎44-3751

秋田歯科医院（八千代町新井403）
石浜歯科医院（高道祖4612-1）
渡辺歯科医院（黒駒5）
池島歯科クリニック（本宗道1034）
ホワイト歯科医院（堀篭972-1）

☎48-0755
☎43-1806
☎43-6227
☎44-7800
☎44-8881

夜間応急診療所：土・日・祝祭日（１月１日を除く）　午後７時から翌朝７時　☎ 43-1990

下妻市の人口・面積下妻市の人口・面積
-1月1日現在-

人　口　46,449 人
　男　　23,117 人
　女　　23,332 人
世帯数　14,837 世帯
面　積　  80.88 ㎢

テレフォンサービス

火災・災害のとき
市役所などの行事・催し物

☎44-3111

☎43-4000

１月の納税

市県民税（第4期）※

納期限：1月31日

1月31日
［税目］ ［口座引落日］

国民健康保険税（第7期） 1月31日
介護保険税（第7期）※ 1月31日
※千代川地区の方は該当しません。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
良
い
お
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
正
月

休
み
を
利
用
し
て
、
温
泉
で
ゆ
っ
た
り
、

の
ん
び
り
と
過
ご
し
た
家
族
も
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、み
な
さ
ん
も
ご
承
知
の
よ
う
に
、

新
„
下
妻
市
“
が
ス
タ
ー
ト
し
、
広
報

「
し
も
つ
ま
」
も
様
変
わ
り
し
ま
し
た
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
親

し
ん
で
愛
読
し
て
い
た
だ
け
る
紙
面
づ
く

り
に
、
ス
タ
ッ
フ
３
人
力
を
合
わ
せ
が
ん

ば
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
２
月
号
か
ら
３
人
そ
れ
ぞ
れ
の

編
集
デ
ス
ク
を
掲
載
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

12月の交通事故12月の交通事故

（　）内は前年度

発生件数 43（33） 397（387） 

死　　亡 0（  2） 6（    6） 

負　　傷 57（39） 519（505） 

－累計－

●●

５か月児健診
13:30 ～ 13:50

保 ３歳児健診
13:30 ～ 13:50

ぴよぴよ教室
10:00 ～ 10:30

保

千

千

１歳児相談
13:30 ～ 13:50
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2322 25242019 21

2726 28

小

保

保

のびのび遊びの広場
10:00 ～ 10:30

湖南病院

３歳児相談
13:30 ～ 14:00

しゃぼん玉親子教室
10:00 ～ 11:30

小西南医療

小

保 すくすく相談
13:30 ～

西南医療

石浜歯科医院

小

在

歯

中山医院

友愛記念

秋田歯科医院

小

在

歯

菊山胃腸科外科院

湖南病院

渡辺歯科医院

小

在

歯

中嶋医院

友愛記念

池島歯科クリニック

小

在

歯

坂入医院

西南医療

ホワイト歯科医院

小

在

歯

軽部病院

西南医療 小友愛記念 小西南医療

小

保 マタニティクラス

友愛記念

小友愛記念

小

保 小児リハビリ教室
13:30 ～

友愛記念 小

保 ポリオ生ワクチン
14:00 ～ 14:45

西南医療 小

保 1歳6か月児健診
13:30 ～ 13:50

湖南病院 小西南医療

小西南医療小

保

西南医療

乳児健診
9:15 ～ 9:30

保

千

ＢＣＧ接種

ＢＣＧ接種

小

保

千

元気アップ教室
9:30 ～ 10:30

西南医療

わいわいプレイルーム
10:30 ～ 12:00

小

保

千

パクパク離乳食教室
9:45 ～ 10:00

西南医療

小児救急当番医
月火木土曜：午後6時～翌朝8時　日曜・祝祭日：午前8時～午後6時

小

保健センター保 千 千代川保健センター

休日在宅当番医
午前9時30分～午後4時

在 歯科休日在宅当番医
午前9時～11時30分
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1
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か
ら
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日
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で

（届出順）

お
く
や
み

12
月
1
日
か
ら

12
月
25
日
ま
で

（届出順）

　

子
の
名　
　
性
別　
保
護
者　

住
所

　

死
亡
者　
　
年
齢　
世
帯
主　

住
所

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
場
合

　
は
、
お
届
け
の
際
に
市
民
課
窓
口
に

　
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。



古紙配合率100%再生紙を使用しています

山口莉
り

央
お

ちゃん（下妻戊）

～雅司・みち子さんの長女～

　最近は、何でもやってみ
たいと好奇心旺盛で、ママ
のお手伝いを進んでやって
くれます。
　おかげで楽しく家事がで
きて助かってます！ ?
　いつも笑顔のすてきな莉
央です。

中里 碧
あおい

ちゃん（村岡）

～淳・きよさんの次女～

　笑った顔、困った顔、表情
が豊かになってきました。
　お姉ちゃん、お兄ちゃん
に可愛がられ、毎日チュー
攻めにあっています。
　まさしくわがやのにんき
ものです。

金井拓
たく

海
み

ちゃん（福田）

～徹・朱美さんの長男～

　さいたまから越してきた、
福田のニューフェイスで
す。よろしくね！
　筑波山の眺めは僕のお気
に入りです。
　幼稚園に通う日を楽しみ
にしていま～す♥

共に成長する母親に

中 山 直 美 さん
（千代川地区・皆葉）

　
„
マ
ジ
レ
ン
ジ
ャ
ー
！
マ
ジ
レ

ン
ジ
ャ
ー
！
“
子
ど
も
達
か
ら
の

マ
ジ
レ
ン
ジ
ャ
ー
コ
ー
ル
。
そ
の

声
に
更
に
緊
張
す
る
私
た
ち
。

　

先
日
、
幼
稚
園
で
行
わ
れ
た
お

楽
し
み
発
表
会
で
、
学
級
委
員
の

私
は
マ
ジ
イ
エ
ロ
ー
に
変
身
。

　

委
員
は
８
名
、協
力
し
合
い
、す

べ
て
手
作
り
で
完
成
し
た
マ
ジ
レ

ン
ジ
ャ
ー
は
、
な
か
な
か
イ
ケ
て

る
と
満
足
で
し
た
。
と
て
も
楽
し

く
、貴
重
な
体
験
が
出
来
ま
し
た
。

　

１
年
間
で
い
ち
ば
ん
、
子
ど
も

の
成
長
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る

発
表
会
。
真
剣
な
目
を
し
て
、
一

生
懸
命
な
姿
に
感
動
し
、
胸
が
い

っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
ス

テ
ー
ジ
に
い
っ
し
ょ
に
参
加
で
き
、

„
マ
マ
上
手
だ
っ
た
ね
！
カ
ッ
コ

良
か
っ
た
よ
！
“
と
子
ど
も
か
ら

の
お
褒
め
の
言
葉
。
子
ど
も
に
褒

め
ら
れ
る
っ
て
、
と
て
も
う
れ
し

い
！
„
ま
た
、
や
っ
て
み
よ
う
“

そ
ん
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
に
、
い
っ
ぱ
い
褒
め
る

こ
と
を
心
が
け
て
い
た
ら
„
や
る

気
の
あ
る
子
“
に
成
長
し
て
く
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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